
JP 2019-101383 A 2019.6.24

10

(57)【要約】
【課題】高コントラスト比かつ画像品位に優れた画像を
表示することができる画像表示装置を提供する。
【解決手段】画像表示装置１は、入力映像信号に基づい
て画像を形成する画像形成部１０と、画像形成部１０に
光を照射するバックライト２０とを備え、画像形成部１
０は、マトリクス状に配列された複数の第１画素ＰＸ１
によって区画された液晶表示部１１と、複数の第１画素
ＰＸ１に対応してマトリクス状に配列された複数の第２
画素ＰＸ２によって区画されたＭＥＭＳシャッタ部１２
とを有し、ＭＥＭＳシャッタ部１２は、複数の第２画素
ＰＸ２の各々に配置されたＭＥＭＳシャッタ２１３によ
って、複数の第２画素ＰＸ２の各々を透過するバックラ
イト２０の光を入力映像信号に基づいて制御し、液晶表
示部１１は、ＭＥＭＳシャッタ部１２を透過したバック
ライトの光２０を入力映像信号に基づいて制御すること
によって画像を生成する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力映像信号に基づいて画像を形成する画像形成部と、
　前記画像形成部に光を照射するバックライトとを備え、
　前記画像形成部は、マトリクス状に配列された複数の第１画素によって区画された液晶
表示部と、前記複数の第１画素に対応してマトリクス状に配列された複数の第２画素によ
って区画されたＭＥＭＳシャッタ部とを有し、
　前記ＭＥＭＳシャッタ部は、前記複数の第２画素の各々に配置されたＭＥＭＳシャッタ
によって、前記複数の第２画素の各々を透過する前記バックライトの光を前記入力映像信
号に基づいて制御し、
　前記液晶表示部は、前記ＭＥＭＳシャッタ部を透過した前記バックライトの光を前記入
力映像信号に基づいて制御することによって画像を生成する、
　画像表示装置。
【請求項２】
　前記ＭＥＭＳシャッタ部は、前記液晶表示部と前記バックライトとの間に位置している
、
　請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記液晶表示部は、液晶セルであり、
　前記ＭＥＭＳシャッタ部は、ＭＥＭＳセルであり、
　前記液晶セルと前記ＭＥＭＳセルは、接合部材を介して接合されている、
　請求項２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　さらに、前記液晶セルの前面側に貼り合わされた第１偏光板と、前記液晶セルの背面側
に貼り合わされた第２偏光板とを有し、
　前記接合部材は、前記第２偏光板と前記ＭＥＭＳセルとを接合している、
　請求項３に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　さらに、前記液晶セルの前面側に貼り合わされた第１偏光板と、前記ＭＥＭＳセルの背
面側に貼り合わされた第２偏光板とを有し、
　前記接合部材は、前記液晶セルの背面側の面と前記ＭＥＭＳセルの前面側の面とを接合
している、
　請求項３に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記液晶セルは、前記複数の第１画素の各々と一対一に対応して設けられたカラーフィ
ルタを有する、
　請求項３～５のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項７】
　１つの前記第２画素に対して、３×ｎ（ｎは自然数）の前記第１画素が対応している、
　請求項１～６のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記液晶表示部は、前記ＭＥＭＳシャッタ部と前記バックライトとの間に位置している
、
　請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項９】
　前記液晶表示部は、液晶セルであり、
　前記ＭＥＭＳシャッタ部は、ＭＥＭＳセルであり、
　前記液晶セルと前記ＭＥＭＳセルとは、接合部材を介して接合されている、
　請求項８に記載の画像表示装置。
【請求項１０】
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　前記ＭＥＭＳセルは、前記複数の第２画素の各々と一対一に対応して設けられたカラー
フィルタを有する、
　請求項９に記載の画像表示装置。
【請求項１１】
　前記画像形成部は、前記複数の第１画素に各々に設けられた複数の第１薄膜トランジス
タを有する第１基板と、前記複数の第２画素の各々に設けられた複数の第２薄膜トランジ
スタ及び複数の前記ＭＥＭＳシャッタを有する第２基板と、複数のカラーフィルタを有す
る第３基板とを有し、
　前記液晶表示部は、前記第１基板と、前記第１基板の前記バックライト側に配置された
前記第３基板と、前記第１基板及び前記第３基板の間に配置された液晶層と、により構成
され、
　前記ＭＥＭＳシャッタ部は、前記第３基板と、前記第３基板の前記バックライト側に配
置された前記第２基板と、により構成され、
　前記第１基板の前面側には、第１偏光板が配置され、
　前記第２基板の背面側には、第２偏光板が配置される、
　請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項１２】
　前記画像形成部は、前記複数の第１画素に各々に設けられた複数の第１薄膜トランジス
タを有する第１基板と、前記複数の第２画素の各々に設けられた複数の第２薄膜トランジ
スタ及び複数の前記ＭＥＭＳシャッタを有する第２基板と、複数のカラーフィルタを有す
る第３基板とを有し、
　前記液晶表示部は、前記第３基板と、前記第３基板の前記バックライト側に配置された
前記第１基板と、前記第３基板及び前記第１基板の間に配置された液晶層と、により構成
され、
　前記ＭＥＭＳシャッタ部は、前記第１基板と、前記第１基板の前記バックライト側に配
置された前記第２基板と、により構成され、
　前記第３基板の前面側には、第１偏光板が配置され、
　前記第２基板の背面側には、第２偏光板が配置される、
　請求項１に記載の画像表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示パネルを用いた画像表示装置は、テレビ又はモニタ等のディスプレイとして利
用されている。しかしながら、液晶表示パネルを用いた画像表示装置は、有機ＥＬ（Ｅｌ
ｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）表示装置と比べてコントラスト比が低い。
【０００３】
　そこで、従来、画像表示装置のコントラスト比を向上させる技術として、２枚の液晶表
示パネルを重ね合わせて、それぞれの液晶表示パネルに画像を表示させる技術が提案され
ている（例えば特許文献１）。この技術は、前後に配置された２枚の液晶表示パネルのう
ちメインパネルとなる前方側（観察者側）の液晶表示パネルにカラー画像を表示し、サブ
パネルとなる後方側（バックライト側）の液晶表示パネルにカラー画像と同期したモノク
ロ画像を表示することにより、コントラスト比の向上を図るものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－０７６１０７号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、液晶表示パネルは、液晶セルと液晶セルを挟む一対の偏光板とによって
構成されているため、２枚の液晶表示パネルを重ね合わせると透過率が低下する。また、
液晶は応答速度が遅いため、２枚の液晶表示パネルを用いて互いの画像を同期させると、
動画先鋭度が低下する。しかも、１つの液晶表示パネルには２枚の偏光板が用いられてい
るので、２枚の液晶表示パネルを重ね合わせると、４枚の偏光板を用いることになり、視
差が大きくなる。このように、２枚の液晶表示パネルを用いた画像表示装置では、コント
ラスト比を向上させることができるものの、画像品位が低下するおそれがある。
【０００６】
　本開示は、このような課題を解決するためになされたものであり、高コントラスト比か
つ画像品位に優れた画像を表示することができる画像表示装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本開示に係る画像表示装置の一態様は、入力映像信号に基
づいて画像を形成する画像形成部と、前記画像形成部に光を照射するバックライトとを備
え、前記画像形成部は、マトリクス状に配列された複数の第１画素によって区画された液
晶表示部と、前記複数の第１画素に対応してマトリクス状に配列された複数の第２画素に
よって区画されたＭＥＭＳシャッタ部とを有し、前記ＭＥＭＳシャッタ部は、前記複数の
第２画素の各々に配置されたＭＥＭＳシャッタによって、前記複数の第２画素の各々を透
過する前記バックライトの光を前記入力映像信号に基づいて制御し、前記液晶表示部は、
前記ＭＥＭＳシャッタ部を透過した前記バックライトの光を前記入力映像信号に基づいて
制御することによって画像を生成する。
【発明の効果】
【０００８】
　本開示によれば、高コントラスト比かつ画像品位に優れた画像を表示することができる
。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の形態１に係る画像表示装置の概略構成を示す図である。
【図２】実施の形態１に係る画像表示装置において、液晶表示部の第１画素とＭＥＭＳシ
ャッタ部の第２画素との関係を示す図である。
【図３】実施の形態１に係る画像表示装置の構成を示す断面図である。
【図４】実施の形態１に係る画像表示装置の制御方法の一例を示すタイミングチャートで
ある。
【図５】実施の形態１の変形例１に係る画像表示装置の構成を示す断面図である。
【図６】実施の形態１の変形例２に係る画像表示装置の構成を示す断面図である。
【図７】実施の形態２に係る画像表示装置の構成を示す断面図である。
【図８】実施の形態２の変形例に係る画像表示装置の構成を示す断面図である。
【図９】変形例に係る画像表示装置において、液晶表示部の第１画素とＭＥＭＳシャッタ
部の第２画素との関係を示す図である。
【図１０】変形例の画像表示装置の構成を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本開示の実施の形態について説明する。なお、以下に説明する実施の形態は、い
ずれも本開示の好ましい一具体例を示すものである。したがって、以下の実施の形態で示
される、数値、形状、材料、構成要素、及び、構成要素の配置位置や接続形態などは、一
例であって本開示を限定する主旨ではない。よって、以下の実施の形態における構成要素
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のうち、本開示の最上位概念を示す独立請求項に記載されていない構成要素については、
任意の構成要素として説明される。
【００１１】
　また、各図は模式図であり、必ずしも厳密に図示されたものではない。したがって、各
図において縮尺等は必ずしも一致していない。なお、各図において、実質的に同一の構成
に対しては同一の符号を付しており、重複する説明は省略又は簡略化する。
【００１２】
　（実施の形態１）
　まず、実施の形態１に係る画像表示装置１について、図１を用いて説明する。図１は、
実施の形態１に係る画像表示装置１の概略構成を示す図である。
【００１３】
　図１に示すように、画像表示装置１は、入力映像信号に基づいて画像を形成する画像形
成部１０と、画像形成部１０に光を照射するバックライト２０とを備える。
【００１４】
　画像形成部１０は、複数の画素によって区画されており、入力映像信号に基づいてバッ
クライト２０から照射される光を各画素で制御することによって、ユーザ（観察者）が視
認する表示画像を形成する。画像形成部１０は、例えば、表示画像として静止画像又は動
画像を形成する。
【００１５】
　画像形成部１０は、液晶層を有する液晶表示部１１と、ＭＥＭＳ（Ｍｉｃｒｏ　Ｅｌｅ
ｃｔｒｏ　Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ）シャッタを有するＭＥＭＳシャッタ部
１２とを有する。液晶表示部１１とＭＥＭＳシャッタ部１２とは、バックライト２０の前
方に積層されている。本実施の形態では、液晶表示部１１の方がＭＥＭＳシャッタ部１２
よりも観察者に近い位置に配置されている。つまり、液晶表示部１１、ＭＥＭＳシャッタ
部１２及びバックライト２０は、この順で前方から後方に向かって配置されており、ＭＥ
ＭＳシャッタ部１２は、液晶表示部１１とバックライト２０との間に位置している。
【００１６】
　液晶表示部１１は、入力映像信号に基づいてバックライト２０の光を液晶によって制御
することによって画像を生成する画像生成部である。本実施の形態では、液晶表示部１１
とバックライト２０との間にＭＥＭＳシャッタ部１２が配置されているので、液晶表示部
１１は、ＭＥＭＳシャッタ部１２を透過したバックライト２０の光を入力映像信号に基づ
いて制御することによって画像を生成する。
【００１７】
　液晶表示部１１は、液晶表示部１１によって生成された画像が表示される画像表示領域
ＤＳＰ（アクティブ領域）を有する。液晶表示部１１の画像表示領域ＤＳＰは、マトリク
ス状に配列された複数の第１画素ＰＸ１によって構成されている。このように、液晶表示
部１１は、複数の第１画素ＰＸ１によって区画されている。
【００１８】
　本実施の形態において、各第１画素ＰＸ１は、赤色光を透過する赤色用画素ＰＸＲ（Ｒ
画素）、緑色光を透過する緑色用画素ＰＸＧ（Ｇ画素）及び青色光を透過する青色用画素
ＰＸＢ（Ｂ画素）のいずれかであり、画像表示領域ＤＳＰにおける全第１画素ＰＸ１は、
赤色用画素ＰＸＲ、緑色用画素ＰＸＧ及び青色用画素ＰＸＢの３つのサブピクセルを一組
のメインピクセルとしてマトリクス状に配列されている。これにより、画像表示領域ＤＳ
Ｐにはカラー画像が表示される。つまり、液晶表示部１１によって生成される画像は、カ
ラー画像である。これにより、画像形成部１０には、表示画像としてカラー画像が形成さ
れることになる。
【００１９】
　なお、本実施の形態では、観察者側に位置する液晶表示部１１の第１画素ＰＸ１が、画
像形成部１０の画素を構成している。つまり、液晶表示部１１の第１画素ＰＸ１と画像形
成部１０の画素とが一対一に対応している。
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【００２０】
　ＭＥＭＳシャッタ部１２は、ＭＥＭＳシャッタによってバックライト２０の光を制御す
る光制御部である。例えば、ＭＥＭＳシャッタ部１２は、バックライト２０の光の制御の
一例として、ＭＥＭＳシャッタ部１２に入射するバックライト２０の光を透過させたり遮
断させたりしてもよいし、ＭＥＭＳシャッタ部１２を透過する光の透過量を制御してもよ
い。
【００２１】
　また、ＭＥＭＳシャッタ部１２は、マトリクス状に配列された複数の第２画素ＰＸ２に
よって区画されている。各第２画素ＰＸ２には、ＭＥＭＳシャッタが設けられている。こ
れにより、ＭＥＭＳシャッタ部１２は、ＭＥＭＳシャッタ部１２に入射するバックライト
２０の光を第２画素ＰＸ２の画素単位で制御することができる。
【００２２】
　本実施の形態において、ＭＥＭＳシャッタ部１２は、各第２画素ＰＸ２に配置されたＭ
ＥＭＳシャッタによって、複数の第２画素ＰＸ２の各々を透過するバックライト２０の光
を、液晶表示部１１に入力される入力映像信号と同じ入力映像信号に基づいて制御してい
る。つまり、ＭＥＭＳシャッタ部１２と液晶表示部１１とは、共通の入力映像信号（共通
映像ソース）によって駆動制御される。
【００２３】
　具体的には、ＭＥＭＳシャッタ部１２は、各第２画素ＰＸ２に設けられたＭＥＭＳシャ
ッタを駆動することによって、各第２画素ＰＸ２を透過するバックライト２０の光を、液
晶表示部１１で生成される画像に同期させて制御している。
【００２４】
　本実施の形態では、液晶表示部１１とバックライト２０との間にＭＥＭＳシャッタ部１
２が配置されているので、液晶表示部１１に入射するバックライト２０の光は、ＭＥＭＳ
シャッタ部１２で制御された光である。つまり、ＭＥＭＳシャッタ部１２は、液晶表示部
１１で画像を生成するためのバックライト２０の光を第２画素ＰＸ２毎に個別に制御して
いる。
【００２５】
　ＭＥＭＳシャッタ部１２における複数の第２画素ＰＸ２は、液晶表示部１１における複
数の第１画素ＰＸ１に対応して配列されている。本実施の形態では、図２に示すように、
複数の第１画素ＰＸ１と複数の第２画素ＰＸ２とは、１つの第２画素ＰＸ２に対して３つ
の第１画素ＰＸ１が対応するように配列されている。具体的には、１つの第２画素ＰＸ２
は、赤色用画素ＰＸＲ、緑色用画素ＰＸＧ及び青色用画素ＰＸＢの３つの第１画素ＰＸ１
に対応している。
【００２６】
　バックライト２０は、画像形成部１０に向けて光を照射する。具体的には、バックライ
ト２０から出射する光は、ＭＥＭＳシャッタ部１２に入射し、ＭＥＭＳシャッタ部１２を
透過した後、液晶表示部１１に入射する。
【００２７】
　本実施の形態において、バックライト２０は、平面状の均一な拡散光（散乱光）を照射
する面光源ユニットである。バックライト２０は、例えば、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉ
ｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を光源とするＬＥＤバックライトであるが、これに限るもので
はない。一例として、バックライト２０は、複数のＬＥＤが二次元的に配置された直下型
バックライトであるが、これに限るものではない。例えば、バックライト２０は、エッジ
型バックライトであってもよい。また、バックライト２０は、光源（ＬＥＤ）からの光を
拡散させるために拡散板及び光の配光を制御するプリズムシート等の光学部材を有してい
てもよい。
【００２８】
　なお、詳細は後述するが、画像表示装置１には、２つの偏光板が配置されている。２つ
の偏光板は、液晶層の前面側と背面側とに１つずつ設けられ、互いにクロスニコルの関係
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を満たすように配置されている。具体的には、２つの偏光板は、画像形成部１０の前面側
、画像形成部１０の内部（液晶表示部１１とＭＥＭＳシャッタ部１２との間）、及び、画
像形成部１０の背面側の３箇所のうちのいずれか２箇所に１つずつ配置されている。
【００２９】
　次に、本実施の形態における画像表示装置１の具体的な構造について、図３を用いて説
明する。図３は、実施の形態１に係る画像表示装置１の構成を示す断面図である。
【００３０】
　図３に示すように、本実施の形態において、液晶表示部１１は、液晶セル１００であり
、ＭＥＭＳシャッタ部１２は、ＭＥＭＳセル２００である。つまり、画像表示装置１は、
液晶表示部１１として液晶セル１００を有するとともに、ＭＥＭＳシャッタ部１２として
ＭＥＭＳセル２００を有する。さらに、画像表示装置１は、第１偏光板３１０及び第２偏
光板３２０と、接合部材４００とを備える。
【００３１】
　液晶セル１００は、ＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）基板１１０
と、ＴＦＴ基板１１０に対向する対向基板１２０と、ＴＦＴ基板１１０及び対向基板１２
０の間に配置された液晶層１３０とを備える液晶パネルである。
【００３２】
　本実施の形態において、液晶セル１００は、対向基板１２０がＴＦＴ基板１１０よりも
前方に位置するように配置されている。つまり、対向基板１２０が観察者側に配置され、
ＴＦＴ基板１１０がバックライト２０側に配置されている。
【００３３】
　ＴＦＴ基板１１０（第１ＴＦＴ基板）は、基板１１１に複数のＴＦＴ１１２（第１薄膜
トランジスタ）が形成されたＴＦＴアレイ基板である。基板１１１は、ガラス製又は樹脂
製の透明基板である。本実施の形態において、基板１１１は、ガラス基板である。ＴＦＴ
１１２は、複数の第１画素ＰＸ１の各々に設けられている。ＴＦＴ１１２は、ゲート電極
、ソース電極及びドレイン電極を有しており、液晶層１３０の液晶を駆動する第１画素Ｐ
Ｘ１を選択するためのスイッチング素子として機能する。
【００３４】
　また、図示されていないが、ＴＦＴ基板１１０には、ＴＦＴ１１２に電圧を供給するた
めの配線として、行方向に延在する複数のゲート線と、列方向に延在する複数のソース線
（映像信号線）とが形成されている。ゲート線は、行方向に配列された第１画素ＰＸ１の
ＴＦＴ１１２のゲート電極に接続され、ソース線は、列方向に配列された第１画素ＰＸ１
のＴＦＴ１１２のソース電極に接続されている。
【００３５】
　さらに、ＴＦＴ１１２を覆う平坦化層（不図示）の上には、ＴＦＴ１１２のドレイン電
極に接続された画素電極が第１画素ＰＸ１毎に形成されている。また、ＴＦＴ基板１１０
には画素電極に対向する共通電極（不図示）も形成されている。
【００３６】
　対向基板１２０（第１対向基板）は、基板１２１にブラックマトリクス１２２及びカラ
ーフィルタ１２３が形成されたＣＦ基板である。基板１２１は、ガラス製又は樹脂製の透
明基板である。本実施の形態において、基板１２１は、ガラス基板である。ブラックマト
リクス１２２は、各第１画素ＰＸ１に対応して形成された複数の開口部を有する。カラー
フィルタ１２３は、ブラックマトリクス１２２の各開口部に形成されている。本実施の形
態において、カラーフィルタ１２３は、複数の第１画素ＰＸ１の各々と一対一に対応して
設けられている。具体的には、カラーフィルタ１２３として、赤色用画素ＰＸＲに対応す
る赤色カラーフィルタ１２３Ｒ、緑色用画素ＰＸＧに対応する緑色カラーフィルタ１２３
Ｇ、及び、青色用画素ＰＸＢに対応する青色カラーフィルタ１２３Ｂが設けられている。
【００３７】
　液晶層１３０は、ＴＦＴ基板１１０と対向基板１２０との間に封止されている。液晶層
１３０は、例えば、ＴＦＴ基板１１０及び対向基板１２０の外周端部に沿ってシール部材
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を額縁状に形成することで封止される。液晶層１３０の液晶材料は、駆動方式に応じて適
宜選択することができる。
【００３８】
　このように構成される液晶セル１００は、例えばＩＰＳ（Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔ
ｃｈｉｎｇ）方式又はＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）方式等
の横電界方式で駆動されるが、これに限るものではなく、液晶セル１００の駆動方式は、
ＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）方式又はＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍ
ａｔｉｃ）方式等であってもよい。
【００３９】
　なお、図示されていないが、液晶セル１００には、ソースドライバが実装されたプリン
ト配線基板とゲートドライバが実装されたプリント配線基板とがそれぞれフレキシブル配
線基板を介して接続されている。
【００４０】
　液晶セル１００に対向するＭＥＭＳセル２００は、ＭＥＭＳパネルであり、ＴＦＴ基板
２１０と、ＴＦＴ基板２１０に対向する対向基板２２０とを有するＭＥＭＳパネルである
。本実施の形態において、ＭＥＭＳセル２００は、対向基板２２０がＴＦＴ基板２１０よ
りも前方に位置するように配置されている。つまり、対向基板２２０が観察者側に配置さ
れ、ＴＦＴ基板２１０がバックライト２０側に配置されている。
【００４１】
　ＴＦＴ基板２１０（第２ＴＦＴ基板）は、基板２１１に複数のＴＦＴ２１２（第２薄膜
トランジスタ）が形成されたＴＦＴアレイ基板である。本実施の形態において、基板２１
１には、複数のＭＥＭＳシャッタ２１３も形成されている。
【００４２】
　基板２１１は、ガラス製又は樹脂製の透明基板である。本実施の形態において、基板２
１１は、ガラス基板である。ＴＦＴ２１２は、複数の第２画素ＰＸ２の各々に設けられて
いる。ＴＦＴ２１２は、ゲート電極、ソース電極及びドレイン電極を有しており、各第２
画素ＰＸ２のＭＥＭＳシャッタ２１３を駆動するためのスイッチング素子として機能する
。
【００４３】
　また、図示されていないが、ＴＦＴ基板２１０には、ＴＦＴ２１２に電圧を供給するた
めの配線として、行方向に延在する複数のゲート線と、列方向に延在する複数のソース線
とが形成されている。ゲート線は、行方向に配列された第２画素ＰＸ２のＴＦＴ２１２の
ゲート電極に接続され、ソース線は、列方向に配列された第２画素ＰＸ２のＴＦＴ２１２
のソース電極に接続されている。ＴＦＴ２１２のドレイン電極は、ＭＥＭＳシャッタ２１
３をスライドさせるための電極等に接続されている。
【００４４】
　ＭＥＭＳシャッタ２１３は、各第２画素ＰＸ２に設けられている。各ＭＥＭＳシャッタ
２１３には、スリット状の開口部２１３ａが形成されている。各ＭＥＭＳシャッタ２１３
は、ＴＦＴ２１２によって駆動されることで第２画素ＰＸ２の行方向又は列方向にスライ
ドする。本実施の形態において、各ＭＥＭＳシャッタ２１３は、図３の矢印で示すように
、行方向にスライドするように構成されている。なお、ＭＥＭＳシャッタ２１３の開口部
２１３ａの形状は、スリット状に限らない。
【００４５】
　また、基板２１１には、スリット状の開口部２１４ａが形成されたシャッタ基板２１４
が設けられている。開口部２１４ａは、各第２画素ＰＸ２に設けられている。なお、シャ
ッタ基板２１４の開口部２１４ａの形状は、スリット状に限らない。
【００４６】
　ＭＥＭＳシャッタ２１３をスライドさせることによって、シャッタ基板２１４の開口部
２１４ａの開閉を制御することができる。具体的には、ＭＥＭＳシャッタ２１３の開口部
２１３ａがシャッタ基板２１４の開口部２１４ａに重なることで、シャッタ基板２１４の
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開口部２１４ａが開いた状態となり、ＭＥＭＳシャッタ２１３のシャッタ部分（板部分）
がシャッタ基板２１３の開口部２１３ａに重なることで、シャッタ基板２１４の開口部２
１４ａが閉じた状態となる。このように、ＭＥＭＳシャッタ２１３を駆動することで、開
口部２１４ａを透過するバックライト２０の光を制御することができる。
【００４７】
　本実施の形態において、ＭＥＭＳシャッタ２１３は、液晶表示部１１で生成される画像
に同期させて制御される。つまり、ＭＥＭＳシャッタ２１３は、液晶表示部１１と共通の
入力映像信号によって駆動される。
【００４８】
　対向基板２２０は、ガラス製又は樹脂製の透明基板である基板２２１を有する。本実施
の形態において、基板２２１は、ガラス基板である。対向基板２２０は、ＴＦＴ基板２１
０と対向基板２２０との間に充填されたシリコンオイル等の充填材を封止する封止基板で
ある。充填材は、例えば、ＴＦＴ基板２１０及び対向基板２２０の外周端部に沿ってシー
ル部材を額縁状に形成することで封止される。なお、充填材は、液体に限るものではなく
、気体であってもよい。
【００４９】
　液晶セル１００は、第１偏光板３１０と第２偏光板３２０とに挟まれている。第１偏光
板３１０は、液晶セル１００の前面側に貼り合わされている。第２偏光板３２０は、液晶
セル１００の背面側に貼り合わされている。本実施の形態において、第１偏光板３１０は
、液晶セル１００の対向基板１２０の外面に貼り合わされており、第２偏光板３２０は、
液晶セル１００のＴＦＴ基板１１０の外面に貼り合わされている。
【００５０】
　第１偏光板３１０と第２偏光板３２０とは、偏光軸が互いに直交するように配置されて
いる。つまり、第１偏光板３１０と第２偏光板３２０とは、クロスニコルの位置関係とな
るように配置されている。第１偏光板３１０及び第２偏光板３２０は、例えば樹脂材料か
らなるシート状の偏光フィルムであり、一例として、ＴＡＣ（Ｔｒｉａｃｅｔｙｌｃｅｌ
ｌｕｌｏｓｅ：トリアセチルセルロース）フィルム等の支持フィルムと支持フィルムに積
層された偏光子とによって構成されている。
【００５１】
　液晶セル１００とＭＥＭＳセル２００とは、接合部材４００を介して接合されている。
本実施の形態において、接合部材４００は、液晶セル１００の背面側に貼り合わされた第
２偏光板３２０とＭＥＭＳセル２００とを接合している。
【００５２】
　接合部材４００は、例えばアクリル樹脂系の粘接着剤であり、フィルム状の光学透明粘
着シート（ＯＣＡ：Ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　Ｃｌｅａｒ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ）、又は、光学
透明接着樹脂（ＯＣＲ：Ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　Ｃｌｅａｒ　Ｒｅｓｉｎ）等である。また
、接合部材４００として液状の粘接着剤を用いる場合、熱硬化型の粘接着剤を用いてもよ
いし、紫外線硬化型の粘接着剤を用いてもよい。
【００５３】
　このように、本実施の形態では、液晶セル１００とＭＥＭＳセル２００とを接合部材４
００で接合することによって、画像形成部１０として１つの画像表示パネルが構成されて
いる。
【００５４】
　したがって、画像形成部１０を作製する場合、まず、液晶セル１００とＭＥＭＳセル２
００とをそれぞれ作製する。その後、接合部材４００を介して液晶セル１００とＭＥＭＳ
セル２００とを重ね合わせることで、液晶セル１００とＭＥＭＳセル２００とを接合部材
４００によって貼り合わせる。これにより、液晶セル１００とＭＥＭＳセル２００とが一
体化された画像形成部１０を作製することができる。
【００５５】
　次に、本実施の形態に係る画像表示装置１の動作について、図１～図３を用いて説明す
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る。
【００５６】
　画像表示装置１が外部から入力映像信号を受信すると、画像表示装置１内の画像処理部
（不図示）で画像処理が実行される。
【００５７】
　そして、画像処理部から液晶セル１００には、入力映像信号に対応したカラー画像用信
号が、液晶セル１００に接続されたゲートドライバ及びソースドライバを介して入力され
る。具体的には、ゲートドライバは、入力映像信号に応じたデータ電圧を書き込む先の第
１画素ＰＸ１を選択するためのゲートオン電圧を走査線に供給する。また、ソースドライ
バは、ゲートドライバから走査線を介して供給されるゲートオン電圧によって選択された
第１画素ＰＸ１のＴＦＴ１１２に、入力映像信号に応じたデータ電圧をソース線に供給す
る。
【００５８】
　これにより、ＴＦＴ１１２を介してソース線から画素電極にデータ電圧が供給される。
そして、画素電極に供給されたデータ電圧と共通電極に供給された共通電圧との差により
液晶層１３０に電界が生じる。この電界により第１画素ＰＸ１毎に液晶層１３０の液晶分
子の配向状態が変化し、液晶セル１００を通過するバックライト２０の光の透過率が第１
画素ＰＸ１毎に制御される。これにより、液晶セル１００には、入力映像信号に対応した
カラー画像が表示される。
【００５９】
　一方、画像処理部からＭＥＭＳセル２００には、入力映像信号に対応したＭＥＭＳシャ
ッタ駆動用信号が、ＭＥＭＳセル２００に接続されたゲートドライバ及びソースドライバ
を介して入力される。これにより、ＭＥＭＳセル２００では、入力映像信号に対応してバ
ックライト２０の光が制御される。
【００６０】
　このとき、ＭＥＭＳセル２００では、各第２画素ＰＸ２に配置されたＭＥＭＳシャッタ
２１３によって、各第２画素ＰＸ２を透過するバックライト２０の光が、画像処理部に入
力される入力映像信号に基づいて制御される。具体的には、各第２画素ＰＸ２に設けられ
たＭＥＭＳシャッタ２１３が駆動されることで、各第２画素ＰＸ２を透過するバックライ
ト２０の光は、液晶セル１００で生成されるカラー画像に同期して透過量が制御される。
【００６１】
　これにより、バックライト２０から出射した光は、液晶セル１００で生成されるカラー
画像と同期した透過量で、ＭＥＭＳセル２００の第２画素ＰＸ２を選択的に透過すること
になる。この結果、ＭＥＭＳセル２００を透過するバックライト２０の光は、液晶セル１
００で生成されるカラー画像と同じ図柄のモノクロ画像のような光となって液晶セル１０
０に入射することになる。
【００６２】
　したがって、従来の２枚の液晶表示パネルによってカラー画像とモノクロ画像とを重ね
合わせて表示する場合と同様に、ＭＥＭＳセル２００によって制御されたバックライト２
０の光（モノクロ画像のような光）によって、液晶セル１００に表示されるカラー画像の
黒を引き締めることができる。これにより、コントラスト比が高い表示画像を得ることが
できる。例えば、液晶セル１００で生成されるカラー画像のコントラスト比が１０００：
１以上で、ＭＥＭＳセル２００を透過するバックライト２０の光で得られるモノクロ画像
のコントラスト比が５０００：１以上であるので、５００万：１以上の高いコントラスト
比の表示画像を容易に実現することができる。
【００６３】
　一例として、バックライト２０の光を出射させるタイミングと、バックライトの光によ
る、ＭＥＭＳシャッタ部１２（ＭＥＭＳセル２００）、液晶表示部１１（液晶セル１００
）及び画像形成部１０の各透過率を、図４に示す。
【００６４】
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　ＭＥＭＳシャッタ部１２のＭＥＭＳシャッタ２１３は、液晶表示パネルの液晶と比べて
応答速度が高速である。例えば、液晶の応答速度が１０ｍｓ程度であるのに対して、ＭＥ
ＭＳシャッタ２１３の応答速度は１００μｓ程度である。このような応答特性の差を利用
し、先ず、第１画素ＰＸ１のＴＦＴ１１２にゲートオン電圧を供給し、ゲートオン電圧に
よって選択されたＴＦＴ１１２に入力映像信号に応じたデータ電圧を供給してから、液晶
表示部１１の透過率（応答）が飽和する期間に合わせて、第２画素ＰＸ２のＴＦＴ２１２
にゲートオン電圧を供給し、ゲートオン電圧によって選択されたＴＦＴ２１２に入力映像
信号に応じたデータ電圧を供給する。
【００６５】
　これにより、本実施の形態における画像表示装置１では、図４に示すように、液晶表示
部１１の透過率（応答）が飽和している期間のみにおいてシャッタ基板２１４の開口部２
１４ａを開けることができ、それ以外の期間ではシャッタ基板２１４の開口部２１４ａを
閉じることができる。したがって、本実施の形態における画像表示装置１では、２枚の液
晶表示パネルのみで構成される画像表示装置で見られる残光や画像ぼけを抑制することが
できる。特に、動画応答性を向上させることができる。
【００６６】
　このように、本実施の形態に係る画像表示装置１によれば、バックライト２０の前方に
液晶セル１００（液晶表示部１１）とＭＥＭＳセル２００（ＭＥＭＳシャッタ部１２）と
が重ね合わされて配置されている。そして、ＭＥＭＳセル２００は、複数の第２画素ＰＸ
２の各々に配置されたＭＥＭＳシャッタ２１３によって、複数の第２画素ＰＸ２の各々を
透過するバックライト２０の光を、画像表示装置１に入力される入力映像信号に基づいて
制御している。また、液晶セル１００は、ＭＥＭＳセル２００を透過したバックライト２
０の光を、ＭＥＭＳセル２００と同じ入力映像信号に基づいて制御することによって画像
を生成している。
【００６７】
　これにより、ＭＥＭＳセル２００とバックライト２０とを、複数の第２画素ＰＸ２に分
割された高分割の１つのバックライトに見立てることができるので、高効率且つ高分解能
でローカルディミング制御することができる。したがって、画像品位に優れた画像表示装
置１を実現することができる。
【００６８】
　また、ＭＥＭＳセル２００は、カラーフィルタを有する液晶セルと液晶セルを挟む一対
の偏光板とによって構成された液晶表示パネルとは異なり、ＭＥＭＳセル２００には、光
を吸収する光学部材であるカラーフィルタ及び偏光板が用いられていない。これにより、
本実施の形態における画像表示装置１は、２枚の液晶表示パネルを重ね合わせた画像表示
装置と比べて、透過率を高くすることができる。したがって、画像品位をさらに向上させ
ることができる。
【００６９】
　さらに、ＭＥＭＳセル２００には偏光板が用いられていないので、ＭＥＭＳセル２００
と液晶セル１００とを重ね合わせることによって、２枚の液晶表示パネルを重ね合わせる
場合と比べて、使用する偏光板の枚数を３乃至４枚から２枚に削減することができる。こ
の結果、視差を軽減することができ、画像品位をさらに向上させることができる。
【００７０】
　しかも、液晶セル１００とＭＥＭＳセル２００との接合部分に用いられる偏光板の枚数
が削減されることで、液晶セルの厚さのムラに起因する画像品位の低下を抑制することが
できる。この点について、以下説明する。
【００７１】
　偏光板を製造する過程又はアンチグレア処理等の表面処理を行うときに、偏光板の表面
には微小凹凸が形成される。このため、両面に偏光板が貼り合わされた２枚の液晶セルを
、ＯＣＡ等の比較的に固めの接合部材で接合すると、接合部材では偏光板の微小凹凸を吸
収することができず、接合部材の貼り合わせ時の応力によって液晶セルの透明基板が偏光
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板の微小凹凸で押さえ付けられる。この結果、液晶セルの透明基板に歪みが発生し、液晶
セルの厚さにムラが生じて表示画像の品質が低下する。
【００７２】
　これに対して、ＭＥＭＳセル２００の方には偏光板が存在しないので、本実施の形態の
ように、液晶セル１００とＭＥＭＳセル２００とをＯＣＡ等の接合部材４００で接合した
場合であっても、偏光板の微小凹凸に起因して生じる液晶セル１００の厚さのムラを軽減
することができる。これにより、画像品位をさらに向上させることができる。
【００７３】
　また、ＭＥＭＳセル２００のＭＥＭＳシャッタ２１３は、液晶セルの液晶分子と比べて
応答速度が速い。これにより、本実施の形態のように、液晶セル１００で生成される画像
に同期させてＭＥＭＳセル２００のＭＥＭＳシャッタ２１３を駆動させた場合には、２枚
の液晶表示パネルを重ね合わせた画像表示装置と比べて、動画先鋭度を高くすることがで
きる。したがって、画像品位をさらに向上させることができる。
【００７４】
　また、２枚の液晶セルを重ね合わせるのではなく、本実施の形態のように、液晶セル１
００にＭＥＭＳセル２００を重ね合わせることによって、液晶セル１００とＭＥＭＳセル
２００とを紫外線硬化型の接合部材４００によって接合することができる。つまり、液晶
表示パネルは紫外線を通さないため、紫外線硬化型の接合部材を用いて２枚の液晶表示パ
ネルを接合することは難しいが、ＭＥＭＳシャッタ２１３をスライドさせて開口部２１４
ａを開けておくことによって、ＭＥＭＳセル２００に紫外線を透過させることができる。
これにより、液晶セル１００とＭＥＭＳセル２００とを紫外線硬化型の接合部材４００に
よって容易に接合することができる。
【００７５】
　しかも、紫外線硬化型の接合部材４００は、液晶セル１００とＭＥＭＳセル２００とを
接合する時の紫外線照射によって重合反応が促進することから経時的変化が少なく安定し
ており、また、後発的に気泡が入り込みにくい。したがって、液晶セル１００とＭＥＭＳ
セル２００とを紫外線硬化型の接合部材４００によって接合することで、信頼性の高い画
像表示装置１を実現することができる。なお、紫外線硬化型の接合部材４００としては、
紫外線硬化型のＯＣＲを用いることができる。
【００７６】
　また、本実施の形態における画像表示装置１では、ＭＥＭＳセル２００（ＭＥＭＳシャ
ッタ部１２）が液晶セル１００（液晶表示部１１）とバックライト２０との間に位置して
いる。つまり、液晶セル１００がメインパネルとなり、ＭＥＭＳセル２００がサブパネル
となっている。
【００７７】
　この構成により、液晶セル１００をＭＥＭＳセル２００とバックライト２０との間に配
置する場合と比べて、コストダウンを図れるとともに、色再現性に優れた画像表示装置１
を実現することができる。
【００７８】
　具体的には、ＭＥＭＳセル２００の基板２１１としてガラス基板を用いて、この基板２
１１が外郭部材となる場合には、基板２１１（ガラス基板）を保護するために飛散防止フ
ィルム等の保護部材を基板２１１の表面に別途貼り合わせる必要があるが、液晶セル１０
０をＭＥＭＳセル２００の前面側に配置することで、液晶セル１００がＭＥＭＳセル２０
０の保護部材として機能するので、飛散防止フィルム等の保護部材をＭＥＭＳセル２００
の前面側に別途貼り合わせる必要がなくなる。したがって、コストダウンを図ることがで
きる。
【００７９】
　なお、本実施の形態とは異なり、液晶セル１００をＭＥＭＳセル２００とバックライト
２０との間に配置すると、液晶セル１００で先にカラー画像を生成してからＭＥＭＳセル
２００によって透過量を調整することになり、カラー画像の光がＭＥＭＳセル２００のメ
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カ機構を透過するときに散乱し、混色が発生して色再現性が低下する。
【００８０】
　これに対して、本実施の形態のように、ＭＥＭＳセル２００を液晶セル１００とバック
ライト２０との間に配置することで、ＭＥＭＳセル２００によってバックライト２０の光
の透過量を調整した後に液晶セル１００でカラー画像が生成されるので、カラー画像の光
がＭＥＭＳセル２００のメカ機構によって散乱して混色することを回避できる。これによ
り、色再現性に優れた画像表示装置１を実現することができる。
【００８１】
　ただし、図５に示される画像表示装置１Ａのように、液晶セル１００Ａではなく、メイ
ンパネルとなるＭＥＭＳセル２００Ａの方にカラーフィルタ２２３を設ける場合には、液
晶セル１００Ａ（液晶表示部１１）をＭＥＭＳセル２００Ａ（ＭＥＭＳシャッタ部１２）
とバックライト２０との間に配置していてもよい。
【００８２】
　具体的には、画像表示装置１Ａでは、ＭＥＭＳセル２００Ａの対向基板２２０Ａが、基
板２２１にブラックマトリクス２２２及びカラーフィルタ２２３が形成されたＣＦ基板と
なっている。また、液晶セル１００Ａの対向基板１２０Ａは、カラーフィルタが形成され
ていない基板１２１となっている。
【００８３】
　このように、液晶セル１００Ａではなく、ＭＥＭＳセル２００Ａの方にカラーフィルタ
２２３を設けることによって、液晶セル１００ＡをＭＥＭＳセル２００Ａとバックライト
２０との間に配置した場合であっても、カラー画像の光がＭＥＭＳセル２００Ａのメカ機
構によって散乱して混色することを回避できるので、図３に示される画像表示装置１と同
様に、色再現性に優れた画像表示装置１Ａを実現することができる。
【００８４】
　しかも、図５に示される画像表示装置１Ａのように、ＭＥＭＳセル２００Ａによってカ
ラー画像を生成することで、図３に示される画像表示装置１と比べて、視野角特性を向上
させることができる。
【００８５】
　なお、図５に示される画像表示装置１Ａにおいて、カラーフィルタ２２３は、複数の第
２画素ＰＸ２の各々と一対一に対応して設けられている。具体的には、カラーフィルタ２
２３として、赤色用画素ＰＸＲに対応する赤色カラーフィルタ２２３Ｒ、緑色用画素ＰＸ
Ｇに対応する緑色カラーフィルタ２２３Ｇ、及び、青色用画素ＰＸＢに対応する青色カラ
ーフィルタ２２３Ｂが設けられている。
【００８６】
　また、図５では、複数の第１画素ＰＸ１と複数の第２画素ＰＸ２とは、１つの第１画素
ＰＸ１に対して３つの第２画素ＰＸ２が対応するように配列されている。具体的には、１
つの第１画素ＰＸ１は、赤色用画素ＰＸＲ、緑色用画素ＰＸＧ及び青色用画素ＰＸＢの３
つの第２画素ＰＸ２に対応している。
【００８７】
　なお、図５に示される画像表示装置１Ａについても、図３に示される画像表示装置１と
同様に、２枚の液晶表示パネルを重ね合わせた画像表示装置と比べた場合の優れた効果を
奏する。
【００８８】
　また、図３に示される画像表示装置１では、第２偏光板３２０が液晶セル１００の背面
側に貼り合わされていたが、図６に示される画像表示装置１Ｂのように、第２偏光板３２
０がＭＥＭＳセル２００の背面側に貼り合わされていてもよい。この場合、接合部材４０
０は、液晶セル１００の背面側の面とＭＥＭＳセル２００の前面側の面とを接合している
。具体的には、接合部材４００は、液晶セル１００のＴＦＴ基板１１０の外面とＭＥＭＳ
セル２００の対向基板２２０の外面とを接合している。
【００８９】
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　このように、図６に示される画像表示装置１Ｂでも、図３に示される画像表示装置１と
同様の効果を奏する。
【００９０】
　この場合、図６に示される画像表示装置１Ｂでは、第２偏光板３２０が、ＭＥＭＳセル
２００の背面側に貼り合わされており、液晶セル１００とＭＥＭＳ２００との間の接合部
分には存在しない。これにより、液晶セル１００とＭＥＭＳ２００との間の接合部分に配
置された偏光板の微小凹凸に起因して生じる液晶セル１００の厚さのムラを無くすことが
できるので、図３に示される画像表示装置１と比べて、画像品位を一層向上させることが
できる。
【００９１】
　さらに、第１偏光板３１０だけではなく第２偏光板３２０も画像形成部１０の外側に配
置することによって、画像品位の低下を抑制し、画像品位を一層向上させることができる
。この点について、以下説明する。
【００９２】
　図３に示される画像表示装置１のように、第１偏光板３１０及び第２偏光板３２０の少
なくとも一方を画像形成部１０の内部に配置すると、画像表示装置１を長時間使用したと
きに、画像形成部１０の内部に配置された偏光板（図３では第２偏光板３２０）において
、周縁部と中央部との間で水分を保持する能力に差異が生じ、液晶セル１００の画像表示
領域ＤＳＰの周辺部にムラが発生して画像品位が低下するおそれがある。
【００９３】
　これに対して、図６に示される画像表示装置１Ｂのように、第１偏光板３１０及び第２
偏光板３２０の両方を画像形成部１０の外部に配置することによって、第１偏光板３１０
と第２偏光板３２０との水分量の差を軽減することができる。これにより、第１偏光板３
１０及び第２偏光板３２０の水分量の差に起因する画像品位の低下を抑制することができ
る。
【００９４】
　しかも、第１偏光板３１０及び第２偏光板３２０の両方を画像形成部１０の外部に配置
することによって、液晶セル１００とＭＥＭＳセル２００とを接合部材４００で貼り合わ
せるときの貼り合わせずれを軽減することもできる。
【００９５】
　したがって、第１偏光板３１０だけではなく第２偏光板３２０も画像形成部１０の外側
に配置することによって、第１偏光板３１０及び第２偏光板３２０の水分量の差による画
像品位の低下を抑制できるとともに、液晶セル１００とＭＥＭＳセル２００との貼り合わ
せずれによる画像品位の低下を抑制することができる。これにより、画像品位を一層向上
させることができる。
【００９６】
　また、図６に示される画像表示装置１Ｂでは、液晶セル１００のＴＦＴ基板１１０とＭ
ＥＭＳセル２００の対向基板２２０とを接合部材４００で貼り合わせている。つまり、平
坦度の高いガラス基板同士を接合部材４００で貼り合わせている。これにより、接合部材
４００として、比較的に硬めのＯＣＡ又はＴＡＣ等からなる低コストで薄い粘接着剤を用
いたとしても、液晶セル１００に厚さのムラが発生することを回避できる。したがって、
より薄型の画像表示装置１Ｂを低コストで製造することができる。
【００９７】
　（実施の形態２）
　次に、実施の形態２に係る画像表示装置２について、図７を用いて説明する。図７は、
実施の形態２に係る画像表示装置２の構成を示す断面図である。
【００９８】
　上記実施の形態１における画像表示装置１では、液晶セル１００（液晶表示部１１）と
ＭＥＭＳセル２００（ＭＥＭＳシャッタ部１２）との２つのセルを接合部材４００で貼り
合わせることによって画像形成部１０が構成されていたが、本実施の形態における画像表
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示装置２では、図７に示すように、液晶表示部１１とＭＥＭＳシャッタ部１２とが別途接
合部材４００で貼り合わされることなく、画像形成部１０が構成されている。つまり、画
像形成部１０は、液晶表示部１１とＭＥＭＳシャッタ部１２とが一体化された１つの画像
表示パネルとして構成されている。
【００９９】
　具体的には、第１基板である基板１１１と第２基板である基板２１１と第３基板である
基板１２１とによって画像形成部１０が構成されている。
【０１００】
　基板１１１（第１基板）は、第１ＴＦＴ基板であり、上記実施の形態１と同様に、複数
の第１画素ＰＸ１に各々に設けられた複数のＴＦＴ１１２（第１薄膜トランジスタ）を有
する。
【０１０１】
　基板２１１（第２基板）は、第２ＴＦＴ基板であり、上記実施の形態１と同様に、複数
の第２画素ＰＸ２の各々に設けられた複数のＴＦＴ２１２（第２薄膜トランジスタ）及び
複数のＭＥＭＳシャッタ２１３を有する。また、基板２１１には、第２画素ＰＸ２毎に開
口部２１４ａが形成されたシャッタ基板２１４が設けられている。
【０１０２】
　基板１２１（第３基板）は、ＣＦ基板であり、上記実施の形態１と同様に、ブラックマ
トリクス１２２及び複数のカラーフィルタ１２３を有する。
【０１０３】
　そして、本実施の形態において、液晶表示部１１は、基板１１１と、基板１１１のバッ
クライト２０側に配置された基板１２１と、基板１１１及び基板１２１の間に配置された
液晶層１３０と、により構成される。
【０１０４】
　また、ＭＥＭＳシャッタ部１２は、基板１２１と、基板１２１のバックライト２０側に
配置された基板２１１と、により構成される。
【０１０５】
　このように構成される画像形成部１０は、基板１１１、基板２１１及び基板１２１の３
つの基板を重ね合わせることで作製することができる。
【０１０６】
　この場合、カラーフィルタ１２３を有するＭＥＭＳシャッタ部１２を作製し、このＭＥ
ＭＳシャッタ部１２を液晶表示部１１の封止部材として用いることで、画像形成部１０を
作製することができる。
【０１０７】
　具体的には、まず、ＴＦＴ２１２、ＭＥＭＳシャッタ２１３及びシャッタ基板２１４が
設けられた基板２１１（第２ＴＦＴ基板）と、ブラックマトリクス１２２及びカラーフィ
ルタ１２３が設けられた基板１２１（ＣＦ基板）とをギャップを介して重ねて、基板２１
１と基板１２１との間にシリコンオイル等の充填材を充填して封止することで、ＭＥＭＳ
セルとしてＭＥＭＳシャッタ部１２を作製する。このとき、基板２１１にカラーフィルタ
１２３が対面するように基板１２１を配置する。
【０１０８】
　次に、ＴＦＴ１１２が設けられた基板１１１（第１ＴＦＴ基板）の上にギャップを介し
て、カラーフィルタ１２３を有するＭＥＭＳシャッタ部１２（ＭＥＭＳセル）を配置する
。このとき、ＭＥＭＳシャッタ部１２の基板１２１が基板１１１に対面するようにＭＥＭ
Ｓシャッタ部１２を配置する。そして、基板１１１とＭＥＭＳシャッタ部１２との間に液
晶層１３０を充填して封止することで液晶表示部１１を作製する。なお、液晶表示部１１
を作製する際、基板１２１と基板１１１とのギャップを維持するスペーサとしては、柱状
スペーサではなく、ガラスビーズ又は樹脂ビーズを用いるとよい。
【０１０９】
　このようにして、ＭＥＭＳシャッタ部１２と液晶表示部１１とが１つのセルとして構成
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された画像形成部１０を作製することができる。具体的には、基板２１１と基板１２１と
基板１１１の３つの基板が互いに所定のギャップをあけて積層された画像形成部１０を作
製することができる。
【０１１０】
　また、本実施の形態において、第１偏光板３１０は、基板１１１（第１基板）の前面側
に配置され、第２偏光板３２０は、基板２１１（第２基板）の背面側に配置される。具体
的には、第１偏光板３１０は、基板１１１の外面に貼り合わされ、第２偏光板３２０は、
基板２１１の外面に貼り合わされている。
【０１１１】
　以上、本実施の形態に係る画像表示装置２では、上記実施の形態１に係る画像表示装置
１と同様に、バックライト２０の前方に液晶表示部１１とＭＥＭＳシャッタ部１２とが重
ね合わされて配置されている。そして、ＭＥＭＳシャッタ部１２は、複数の第２画素ＰＸ
２の各々に配置されたＭＥＭＳシャッタ２１３によって、複数の第２画素ＰＸ２の各々を
透過するバックライト２０の光を、画像表示装置２に入力される入力映像信号に基づいて
制御している。また、液晶表示部１１は、ＭＥＭＳシャッタ部１２を透過したバックライ
ト２０の光を、ＭＥＭＳシャッタ部１２と同じ入力映像信号に基づいて制御することによ
って画像を生成している。
【０１１２】
　したがって、本実施の形態に係る画像表示装置２でも、上記実施の形態１に係る画像表
示装置１と同様の効果を奏する。
【０１１３】
　また、本実施の形態に係る画像表示装置２では、上記実施の形態１に係る画像表示装置
１とは異なり、接合部材４００を用いることなく画像形成部１０を構成している。
【０１１４】
　これにより、視差を大きく改善することができるとともに、より薄型の画像表示装置２
を実現することができる。
【０１１５】
　なお、図７に示される画像表示装置２では、基板１１１（第１基板）と基板２１１（第
２基板）との間に基板１２１（第３基板）が配置されていたが、これに限らない。例えば
、図８に示される画像表示装置２Ａのように、基板１２１（第３基板）と基板２１１（第
２基板）との間に基板１１１（第１基板）が配置されていてもよい。図８は、実施の形態
２の変形例に係る画像表示装置２Ａの構成を示す断面図である。
【０１１６】
　図８に示すように、画像表示装置２Ａでは、液晶表示部１１は、基板１２１と、基板１
２１のバックライト２０側に配置された基板１１１と、基板１２１及び基板１１１の間に
配置された液晶層１３０とを有する。
【０１１７】
　また、ＭＥＭＳシャッタ部１２は、基板１１１と、基板１１１のバックライト２０側に
配置された基板２１１とを有する。
【０１１８】
　画像表示装置２Ａでは、液晶表示部１１を作製し、この液晶表示部１１をＭＥＭＳシャ
ッタ部１２の封止部材として用いることで、画像形成部１０を作製することができる。
【０１１９】
　具体的には、まず、ＴＦＴ１１２が設けられた基板１１１（第１ＴＦＴ基板）と、ブラ
ックマトリクス１２２及びカラーフィルタ１２３が設けられた基板１２１（ＣＦ基板）と
をギャップを介して重ねて、基板１１１と基板１２１との間に液晶層１３０を充填して封
止することで、液晶セルとして液晶表示部１１を作製する。このとき、基板１１１にカラ
ーフィルタ１２３が対面するように基板１２１を配置する。
【０１２０】
　次に、ＭＥＭＳシャッタ２１３及びシャッタ基板２１４が設けられた基板２１１（第２
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ＴＦＴ基板）の上にギャップを介して液晶表示部１１を配置する。そして、基板２１１と
液晶表示部１１との間にシリコンオイル等の充填材を充填して封止することでＭＥＭＳシ
ャッタ部１２を作製する。
【０１２１】
　このようにして、ＭＥＭＳシャッタ部１２と液晶表示部１１とが１つのセルとして構成
された画像形成部１０を作製することができる。具体的には、基板１２１と基板１１１と
基板２１１の３つの基板が互いに所定のギャップをあけて積層された画像形成部１０を作
製することができる。
【０１２２】
　また、本実施の形態において、第１偏光板３１０は、基板１２１（第３基板）の前面側
に配置され、第２偏光板３２０は、基板２１１（第２基板）の背面側に配置される。具体
的には、第１偏光板３１０は、基板１２１の外面に貼り合わされ、第２偏光板３２０は、
基板２１１の外面に貼り合わされている。
【０１２３】
　以上、本変形例に係る画像表示装置２Ａでは、上記実施の形態２に係る画像表示装置２
と同様に、バックライト２０の前方に液晶表示部１１とＭＥＭＳシャッタ部１２とが重ね
合わされて配置されている。そして、ＭＥＭＳシャッタ部１２は、複数の第２画素ＰＸ２
の各々に配置されたＭＥＭＳシャッタ２１３によって、複数の第２画素ＰＸ２の各々を透
過するバックライト２０の光を、画像表示装置２に入力される入力映像信号に基づいて制
御している。また、液晶表示部１１は、ＭＥＭＳシャッタ部１２を透過したバックライト
２０の光を、ＭＥＭＳシャッタ部１２と同じ入力映像信号に基づいて制御することによっ
て画像を生成している。
【０１２４】
　したがって、図８に示される画像表示装置２Ａについても、上記実施の形態１に係る画
像表示装置１と同様の効果を奏する。
【０１２５】
　（変形例）
　以上、本開示に係る画像表示装置について、実施の形態１、２に基づいて説明したが、
本開示は、上記実施の形態１、２に限定されるものではない。
【０１２６】
　例えば、上記実施の形態１では、ＭＥＭＳシャッタ部１２の１つの第２画素ＰＸ２に対
して、液晶表示部１１の３つの第１画素ＰＸ１（赤色用画素ＰＸＲ、緑色用画素ＰＸＧ、
青色用画素ＰＸＢ）に対応していたが、これに限らない。
【０１２７】
　具体的には、図９及び図１０に示される画像表示装置１Ｃのように、ＭＥＭＳシャッタ
部１２の１つの第２画素ＰＸ２に対して、液晶表示部１１の１２個の第１画素ＰＸ１（Ｒ
ＧＢ×４）に対応していてもよい。つまり、１つの第２画素ＰＸ２に対して、３×ｎ（ｎ
は自然数）の第１画素ＰＸ１が対応していればよい。
【０１２８】
　図９及び図１０に示される画像表示装置１Ｃは、図３に示される画像表示装置１に対し
て、コントラスト比の向上効果は幾分低下するものの、ＭＥＭＳシャッタ部１２の回路規
模を削減することができるとともに、ＭＥＭＳシャッタ部１２の開口率を向上させること
ができる。
【０１２９】
　なお、第２画素ＰＸ２と第１画素ＰＸ１との比率は、１：３×ｎに限らず、１：２×ｎ
等であってもよい。
【０１３０】
　その他、上記実施の形態に対して当業者が思いつく各種変形を施して得られる形態や、
本開示の趣旨を逸脱しない範囲で上記実施の形態における構成要素及び機能を任意に組み
合わせることで実現される形態も本開示に含まれる。
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【符号の説明】
【０１３１】
　１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、２、２Ａ　画像表示装置
　１０　画像形成部
　１１　液晶表示部
　１２　ＭＥＭＳシャッタ部
　２０　バックライト
　１００、１００Ａ　液晶セル
　１１０、２１０　ＴＦＴ基板
　１１１、１２１、２１１、２２１　基板
　１１２、２１２　ＴＦＴ
　１２０、１２０Ａ、２２０、２２０Ａ　対向基板
　１２２、２２２　ブラックマトリクス
　１２３、２２３　カラーフィルタ
　１２３Ｒ、２２３Ｒ　赤色カラーフィルタ
　１２３Ｇ、２２３Ｇ　緑色カラーフィルタ
　１２３Ｂ、２２３Ｂ　青色カラーフィルタ
　１３０　液晶層
　２００、２００Ａ　ＭＥＭＳセル
　２１３　ＭＥＭＳシャッタ
　２１３ａ、２１４ａ　開口部
　２１４　シャッタ基板
　３１０　第１偏光板
　３２０　第２偏光板
　４００　接合部材
　ＤＳＰ　画像表示領域
　ＰＸ１　第１画素
　ＰＸ２　第２画素
　ＰＸＲ　赤色用画素
　ＰＸＧ　緑色用画素
　ＰＸＢ　青色用画素
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